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鉄
美
旗
駅
の
北
東
す
ぐ
近

く
を
、
江
戸
時
代
の
た
た

ず
ま
い
を
伝
え
る
家
並
が
、
東
西

に
連
な
っ
て
い
ま
す
。
初
瀬
（
長

谷
）
街
道
の
宿
場
、
新
田
地
区
で
す
。

こ
の
地
の
歴
史
に
は
、
そ
の
名
を
し
の

ば
せ
る
貴
重
な
歩
み
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

承
じ
ょ
う
お
う
応
３
年（
１
６
５
４
）に
上
野
に
い

た
加
判
奉
行
加
納
藤
左
衛
門
直
盛
は
、

同
役
の
三
浦
少
之
介
と
と
も
に
美み
の
の
は
ら

濃
原

と
も
小
波
田
野
と
も
よ
ば
れ
た
原
野

の
開
拓
を
立
案
し
、
２
代
目
津
藩
主

藤
堂
大だ
い
が
く
の
か
み

学
頭

高た
か
つ
ぐ次
の
許
可
を

得
て
、
翌
年
か

ら
土
木
巧
者
の

藩
士
西
島
八
兵
衛

の
技
術
指
導
の
も

と
に
新
し
い
村
づ

く
り
に
着
手
し
ま

し
た
。
藩
政
成
立

後
半
世
紀
を
経
た

津
藩
に
と
っ
て
も
、

著
し
く
成
長
を
見

せ
は
じ
め
た
地
域

の
村
々
に
と
っ
て

も
、
魅
力
あ
る
挑

戦
で
す
。

　

ま
ず
、
滝
之
原
村
内
に
大
池
を
、
上

小
波
田
村
内
に
東と
う
ノ
狭は
ざ
ま間
池
を
築
造
し

て
水
利
の
便
を
整
え
ま
し
た
。
滝
之
原

の
池
は
今
は
「
池
跡
」
と
い
う
字
名
を

と
ど
め
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
小
波
田

新
田
池
は
新
し
く
大
池
と
称
さ
れ
て

現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の

工
事
に
は
、
名
張
藤
堂
家
領
村
々
や

上
野
を
は
じ
め
伊
賀
国
内
か
ら
延
べ

２
万
２
９
０
０
人
が
動
員
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
こ
に
誕
生
し
た
伊
賀
郡
小
波
田
新

田
村
は
、近
隣
か
ら
の
移
住
者
を
迎
え
、

一
時
は
戸
数
２
百
軒
を
数
え
、
肥
料
に

い
わ
し
を
投
入
す
る
な
ど
し
て
そ
れ
な

り
の
農
業
生
産
の
実
を
挙
げ
ま
し
た
。

し
か
し
何
分
地
力
に
乏
し
い
開
墾
地
で

あ
り
、
村
方
の
借
金
も
生
じ
、
加
え
て

池
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
り
し
ま
し

た
。
明
暦
４
年
（
１
６
５
８
）
に
は
用

水
源
で
あ
っ
た
小
池
の
堤
防
が
切
れ
、

田
地
が
冠
水
、
新
田
村
の
御
蔵
（
年
貢

用
）
や
庄
屋
屋
敷
が
流
失
、
延
宝
３
年

（
１
６
７
５
）
に
は
大
池
の
堤
防
決
壊

に
よ
る
被
害
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
梅
雨
時
の
こ
と
で
、
開
拓
の
功

労
者
加
納
直
盛
は
す
で
に
延
宝
元
年
に

死
亡
し
て
い
ま
し
た
。

　

延
宝
３
年
の
水
難
を
受
け
て
、
こ
の

年
早
速
に
新
し
い
水
利
工
事
が
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
新
田
村
に
と
っ
て
画
期
的

な
２
回
目
の
挑
戦
で
す
。
太
郎
生
の
尼

ケ
岳
に
発
す
る
水
を
、
高
尾
の
出
合
で

取
水
し
て
、
小お

こ

ち
川
内
・
川
上
・
羽
根
を

経
て
小
波
田
新
田
へ
通
じ
る
14
㌔
の
水

路
の
築
造
で
す
。
明
治
中
頃
の
記
録
に

の
涅ね
は
ん
ず
槃
図
は
、
安
部
田
の
宝
泉

寺
の
所
蔵
で
す
が
、
元
は
同
じ

安
部
田
に
あ
っ
た
末
寺
の
護
念
寺
（
廃

寺
）
の
什
じ
ゅ
う
も
つ
物
（
調
度
品
）
で
し
た
。
幅

１
５
５
㌢
、
長
さ
１
９
８
㌢
の
絹
地
に

彩
色
さ
れ
、
絹
地
の
織
り
方
か
ら
室
町

時
代
の
制
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

涅
槃
図
は
、
釈
迦
が
娑さ
ら
そ
う
じ
ゅ

羅
双
樹
の
下

で
涅
槃
に
入
る
（
亡
く
な
る
）
時
の
、

弟
子
た
ち
や
菩
薩
、
天て
ん
ぶ部
、
動
物
な
ど

が
嘆
き
悲
し
む
状
況
を
描
い
た
絵
の
こ

と
で
す
。
縦
長
画
面
の
や
や
下
よ
り
に

宝
台
の
上
に
横
た
わ
る
釈
迦
を
大
き
く

表
し
て
い
ま
す
。
釈
迦
は
金き
ん
で
い泥
で
塗
ら

れ
、
衣え
も
ん文
は
金
泥
彩
に
切き
り
が
ね金
文
様
を
多

用
す
る
華
麗
な
も
の
で
す
。

　

絵
図
が
納
め
ら
れ
て
い
た
箱
に
は
、

護
念
寺
に
慶
安
３
年
（
１
６
５
０
）、

も
と
近
江
の
六
角
佐
々
木
の
家
人
で
、

当
時
、
藤
堂
藩
の
鉄
砲
頭
で
あ
っ
た
落

合
左
近
永
勝
が
修
復
し
て
奉
納
し
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
中
期
に

編
さ
ん
さ
れ
た『
三
国
地
誌
』に
は「
護

念
寺　

古
画
ノ
涅
槃
像
ア
リ
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
来
歴
の
分
か
る
資
料
と
し

て
貴
重
で
す
。

は
、
大
岩
を
う
が
ち
、
山
腹
の
渓け
い
か
ん澗
を

回
ら
し
、
石
を
畳
み
高
堤
を
築
い
た
と

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
延
宝
５
年
ご
ろ

に
完
成
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
難
工
事
は
、
直
盛
の
子
、
直

堅
の
担
当
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
幸
に
し
て
直
堅
は
、
天て
ん
な和
元
年

（
１
６
８
１
）
備
中
（
岡
山
県
）
石
塔

山
銅か
な
ほ
り掘
事
件
に
か
か
わ
っ
て
切
腹
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
新
田
の
住
民

は
、
こ
の
父
子
２
代
に
わ
た
る
村
の
創

設
と
用
水
の
確
保
に
永
世
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
崇
敬
の
念
を
も
ち
つ
づ
け

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
西
原
地
区
を
含
め
て
約
百

町
歩
の
田
畑
屋
敷
地
が
生
ま
れ
、
享

保
13
年
（
１
７
２
８
）
に
は
戸
数

１
５
４
軒
、
人
口
７
０
１
人
、
嘉
永

６
年
（
１
８
５
３
）
に
は
１
６
６
軒
、

７
９
０
人
、
馬
11
頭
、
牛
72
頭
の
村

況
を
示
し
ま
し
た
。
津
藩
も
享
保
期
に

初
瀬
街
道
の
ル
ー
ト
を
古
代
以
来
の
小

波
田
越
え
か
ら
、
け
わ
し
い
七
な
な
み
と
う
げ

見
峠
越

え
に
変
更
し
て
新
田
村
の
暮
ら
し
を
支

え
、
細
長
い
街
村
に
茶
屋
・
宿
屋
が
立

ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
色
あ

る
鉄
砲
衆
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
田
村
に
は
、
当
時
大
神
宮
・
八
幡

宮
・
春
日
大
明
神
と
加
納
大
明
神
の

４
社
、
真
し
ん
し
ょ
う性
寺
と
神じ
ん
こ
う光
寺
の
２
寺
が

あ
り
ま
し
た
。
社
の
う
ち
３
つ
が
三

柱
神
社
に
ま
と
め
ら
れ
、
明
治
42
年

（
１
９
０
９
）
に
他
の
３
か
村
の
神
社

を
合
祀
し
て
美
波
多
神
社
と
改
称
さ
れ

ま
す
。
残
り
の
１
つ
、
加
納
大
明
神
は

の
ち
加
納
神
社
と
な
り
、
美
波
多
神
社

の
境
内
に
祀ま
つ
ら
れ
て
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

享
保
16
年
11
月
７
日
に
、
神
光
寺

７
世
慧
禅
院
日
運
が
日
蓮
宗
の
題
目

曼ま
ん
だ
ら
荼
羅
を
記
し
た
棟
札
を
奉
納
し
ま
し

た
。「
加
納
大
明
神
鎮
護
所
」
と
書
か

れ
、
庄
屋
山
村
伝
兵
衛
は
じ
め
、
村
民

多
数
の
名
も
書
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
国

主
（
藩
主
）
や

奉
行
等
へ
の
報

恩
謝
徳
の
た
め

と
あ
り
、「
当
村

一
結
中
」
の
名
に
お
い
て
「
五
穀
成
就
、

所
繁
栄
、
氏
子
息
災
延
命
」
を
祈
願
し

ま
し
た
。
神
光
寺
は
明
治
に
入
っ
て
な

く
な
っ
た
よ
う
で
、
跡
地
だ
け
が
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
世
の
伊
賀
国
は
全
国
で
も
珍
し
く

２
５
０
歩
＝
１
段
と
い
う
土
地
制
度

を
採
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
田
は

３
０
０
歩
＝
１
段
と
い
う
一
般
的
な
単

位
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
村
の
歴
史
の

一
端
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

新
田
村
関
係
の
古
文
書
は
、
上
野
の

村
治
円
治
郎
氏
か
ら
直
盛
の
３
０
０
年

祭
に
新
田
地
区
に
寄
付
さ
れ
て
、
市
立

図
書
館
に
保
管
さ
れ
、そ
の
内
容
は『
名

張
市
史
料
集
』
１
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

暮
ら
し
の
中
に
生
き
つ
づ
け
る
村
づ

く
り
の
心
。
新
田
地
区
は
今
も
毎
年
12

月
７
日
に
上
野
の
大
超
寺
に
あ
る

直
盛
の
墓
前
に
詣
で
、
加
納
神
社

の
霊
前
に
感
謝
の
念
を
捧
げ
て
い

ま
す
。

新
田
村
の
誕
生
と
加
納
大
明
神

市
史
監
修
者
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1
１
８
９
０

年
12
月
関
西

鉄
道
の
草
津

―

四
日
市

間
の
開
業
に

よ
っ
て
、
伊

賀
地
方
に
も

鉄
道
交
通
が
始
ま
り
、
伊
賀
の
物
資
は
柘つ

植げ

で
集
散
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
鉄
道
は
、
１
８
９
５
年
５
月
草
津―

名
古
屋
間
、
１
８
９
７
年
１
月
柘
植―

上
野
（
現
Ｊ
Ｒ
伊
賀
上
野
駅
）
間
を
開
業

し
、
２
年
余
り
後
に
は
柘
植―

奈
良
間

を
全
通
し
ま
す
が
、
伊
賀
地
方
に
と
っ
て

は
、
上
野
町
の
中
心
部
へ
の
連
絡
や
上
野

―

名
張
間
の
鉄
道
敷
設
が
課
題
で
し
た
。

　

名
張
へ
の
鉄
道
延
伸
は
、
明
治
20
年
代

後
半
の
大
阪
資
本
に
よ
る
伊
賀
鉄
道
の
計

画
を
は
じ
め
、
大
正
初
期
に
か
け
て
、
い

く
つ
か
の
動
き
が
み
ら
れ
た
も
の

の
、
い
ず
れ
も
実
現
に
至
ら
ず
、

馬
車
・
人
力
車
・
荷
車
に
よ
る
道

路
交
通
と
い
う
状
況
で
し
た
。『
三
重
県

統
計
書
』
に
よ
る
と
、
１
８
８
６
年
末
の

名
張
郡
の
諸
車
の
台
数
は
人
力
車
54
台
、

荷
車
１
１
１
台
で
し
た
が
、
１
９
１
３
年

末
の
名
賀
郡
（
１
８
９
６
年
名
張
郡
と
伊

賀
郡
合
併
）
で
は
、
馬
車
55
台
（
乗
用
６

台
、
荷
積
49
台
、
す
べ
て
営
業
用
）、
人

力
車
85
台
（
う
ち
営
業
用
72
台
）、
荷
車

３
６
８
４
台
（
う
ち
営
業
用
７
２
７
台
）、

牛
車
１
台
（
営
業
用
）、
自
転
車
８
９
０

台
（
う
ち
営
業
用
１
０
８
台
）
と
変
化
し

て
い
ま
す
。

　

明
治
末
期
頃
に
は
、
県
道
上
野
名
張

線
（
旧
上
野
街
道
）
に
乗
合
馬
車
路
線

が
開
業
し
ま
し
た
。
こ
の
乗
合
馬
車
は
、

１
９
１
５
年
伊
山
自
動
車
会
社
が
創
立
さ

れ
、
名
張―

上
野
、
名
張―

太
郎
生
間

を
６
人
乗
り
の
定
期
乗
合
自
動
車
で
結
ん

だ
た
め
、
そ
の
座
を
譲
り
渡
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
（
中
貞
夫
『
名
張
市
史
』）。

2
名
張
地
方
で
は
い
ま
だ
道
路
交
通
の
段

階
で
あ
っ
た
、
１
９
２
２
年
４
月
、
い
わ

ゆ
る
改
正
鉄
道
敷
設
法
が
公
布
さ
れ
、
予

定
線
路
１
４
９
路
線
が
別
表
で
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
鉄
道
敷
設
法
の
改
正
は
、
地

方
農
村
部
に
政
治
的
基
盤
を
も
つ
立
憲
政

友
会
の
党
勢
拡
張
を
ね
ら
っ
た
措
置
で
し

た
が
、
そ
の
81
号
に
「
奈
良
県
桜
井
ヨ
リ

榛
原
、
三
重
県
名
張
ヲ
経
テ
松
阪
ニ
至
ル

鉄
道
及
名
張
ヨ
リ
分
岐
シ
テ
伊
賀
上
野
付

近
ニ
至
ル
鉄
道
並
ニ
榛
原
ヨ
リ
分
岐
シ
松

山
ヲ
経
テ
吉
野
ニ
至
ル
鉄
道
」
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
名
張
へ
の
鉄
道
延
伸

は
、
こ
の
予
定
線
と
も
関
連
し
て
い
ま
し

た
が
、
私
鉄
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
改
正
鉄
道
敷
設
法
公
布
３
か
月
余

り
後
の
１
９
２
２
年
７
月
伊
賀
鉄
道
（
ル

ー
ツ
は
伊
賀
軌
道
、
１
９
１
６
年
８
月
上

野
駅
連
絡
所
〈
の
ち
伊
賀
上
野
駅
〉―

上

野
町
間
開
業
）
に
よ
っ
て
、
待
望
の
上
野

町―

名
張
間
の
開
業
を
み
ま
し
た
。
わ
が

国
最
初
の
新
橋―

横
浜
間
開
業
か
ら
、
50

年
後
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
終
点

停
車
場
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
は
、
八
町
付

近
の
住
民
と
の
争
奪
戦
も
あ
っ
た
が
、
予

定
ど
お
り
、
名
張
町
（
広
垣
内
）
に
名
張

駅
を
設
置
、別
に
八
丁
駅
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
た
名
張
町
周
辺
は
森
林
資
源
に
恵
ま
れ

て
い
ま
し
た
が
、
伊
賀
鉄
道
の
開
業
に
よ

っ
て
、
製
材
工
場
が
名
張
駅
周
辺
に
集
中

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
２
５
年

５
月
伊
賀
上
野―

名
張
間
は
全
線
電
化

さ
れ
、
同
年
12
月
伊
賀
電
気
鉄
道
と
改
称

し
ま
し
た
。

　

次
に
生
誕
期
の
経
営
難
か
ら
立
ち
直
っ

た
大
阪
電
気
軌
道
（
以
下
大
軌
と
略
称
・

１
９
１
４
年
４
月
上
本
町―

奈
良
間
開

業
）
は
、
当
初
か
ら
の
構
想
で
あ
っ
た
伊

勢
方
面
へ
の
路
線
延
長
を
目
指
し
ま
す
。

桜
井―

名
張
間
の
免
許
を
取
得
し
て
い

た
大
和
鉄
道
を
傘
下
に
置
き
、
１
９
２
７

年
９
月
系
列
会
社
と
し
て
参
宮
急
行
電
鉄

（
以
下
参
急
と
略
称
）
を
設
立
し
て
、
大

和
鉄
道
の
延
長
線
免
許
（
名
張―

宇
治

山
田
間
）
を
譲
渡
さ
せ
て
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
出
願
に
対
し
て
は
、
三
重
県
会

を
は
じ
め
、
沿
線
予
定
地
の
町
村
も
積
極

的
に
そ
の
必
要
性
と
速
成
が
急
務
で
あ
る

こ
と
を
陳
情
し
て
い
ま
す
。
名
張
町
も
同

様
の
動
き
を
示
し
ま
し
た
。
参
急
の
東
へ

の
路
線
延
長
は
名
張
松
阪
線
が
国
有
鉄
道

の
予
定
線
で
あ
り
、
幾
多
の
問
題
を
孕は
ら
み

つ
つ
も
、条
件
付
で
認
可
を
得
ま
し
た（
以

下
、鉄
道
省
文
書「
大
阪
電
気
軌
道
」巻
３
、

「
参
宮
急
行
電
鉄
」
巻
２
）。
松
阪―
宇

治
山
田
間
に
お
け
る
伊
勢
電
気
鉄
道
の
車

両
乗
入
れ
問
題
の
ほ
か
、
中
勢
鉄
道
、
伊

賀
電
鉄
に
つ
い
て
は
、「
買
収
又
ハ
補
償

ノ
申
出
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
拒
ム
コ
ト
ヲ
得

ス
」
と
提
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
伊
賀
電

鉄
は
名
張―

宇
治
山
田
間
延
長
に
つ
い

て
、
一
部
併
行
線
と
な
る
た
め
、
特
別
の

配
慮
を
願
い
た
い
と
陳
情
し
て
い
ま
し
た

が
、
結
局
１
９
２
９
年
３
月
大
軌
へ
の
合

併
を
選
択
し
ま
し
た
。
合
併
の
翌
４
月
１

日
大
軌
は
伊
賀
線
を
参
急
へ
賃
貸
し
、
大

阪―

宇
治
山
田
間
全
通
後
の
１
９
３
１

年
９
月
大
軌
は
正
式
に
参
急
に
譲
渡
し
ま

し
た
。

　

参
急
は
、
大
和
鉄
道
の
免
許
「
３
呎
フ
ィ
ー
ト

６
吋
イ
ン
チ（
１
０
６
７
㍉
）、
単
線
」
を
「
４

呎
８
吋
半
（
１
４
３
５
㍉
）、
複
線
（
一

部
を
除
く
）」
へ
変
更
し
、
大
軌
と
連
携

し
て
直
通
の
高
速
度
電
車
の
実
現
を
目
指

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
建
設
工
事
に
あ
た

り
、
し
ば
し
ば
ル
ー
ト
の
変
更
を
し
て

お
り
、
名
張
へ
の

延
伸
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
和
鉄
道
の

免
許
で
は
「
伊

賀
鉄
道
株
式
会

社
名
張
停
車
場

ト
連
絡
シ
」
と

決
め
て
い
ま
し

た
が
、
参
急
は

１
９
２
９
年
２

月
錦
生
村―

蔵
持
村
間
線

路
経
過
地
の

変
更
を
申
請
、

経
過
町
村
が

「
錦
生
村
・

名
張
町
・
蔵
持
村
」
か
ら
「
錦
生
村
・
滝

川
村
・
箕
曲
村
・
名
張
町
・
蔵
持
村
」
へ

改
め
ら
れ
ま
す
。
当
初
計
画
を
変
更
し
、

市
街
地
の
南
寄
り
ル
ー
ト
を
選
択
し
た
わ

け
で
、
翌
月
提
出
の
錦
生
村―

名
張
町
間

の
工
事
施
行
追
申
理
由
書
に
は
、「
当
初

ノ
計
画
ハ
桜
井
名
張
間
ノ
一
地
方
的
交
通

運
輸
ヲ
目
的
ト
セ
シ
ヲ
以
テ
工
事
方
法
其

他
ニ
於
テ
甚
シ
ク
小
規
模
ナ
リ
シ
モ
、
今

般
大
阪
宇
治
山
田
間
直
通
線
路
ノ
一
部
ト

ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
右
高
速
度
電
車
敷
設
ニ

適
セ
シ
メ
ム
カ
為
、
再
調
査
ノ
結
果
、
本

申
請
ノ
通
変
更
セ
ム
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
変
更
願
に
対
し
て
、
名
張
町
長

　

こ
の
変
更
願
に
対
し
て
、
名
張
町
長

か
ら
反
対
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ

か
ら
反
対
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
ま
し

た
。
三
重
県
知
事
は
、
両
者
に
再
考
方
を

た
。
三
重
県
知
事
は
、
両
者
に
再
考
方
を

照
会
し
た
う
え
で
、「
会
社
ハ
事
ノ
事
由

照
会
し
た
う
え
で
、「
会
社
ハ
事
ノ
事
由

ト
シ
テ
高
速
度
電
気
鉄
道
敷
設
ニ
適
セ
シ

ト
シ
テ
高
速
度
電
気
鉄
道
敷
設
ニ
適
セ
シ

ム
ル
為
、
山
間
部
ヲ
避
ケ
平
坦
部
ヲ
採
用

ム
ル
為
、
山
間
部
ヲ
避
ケ
平
坦
部
ヲ
採
用

ス
ル
ト
共
ニ
建
設
費
ニ
モ

ス
ル
ト
共
ニ
建
設
費
ニ
モ
亦亦ま
た
ま
た
相
当
考
慮
ヲ

相
当
考
慮
ヲ

払
ヒ
タ
ル
結
果
、
本
願
提
出
セ
シ
趣
ニ

払
ヒ
タ
ル
結
果
、
本
願
提
出
セ
シ
趣
ニ

有有こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う

こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う

之
候
之
候
条
、
条
、
不不や
む
を
え
ざ
る

や
む
を
え
ざ
る

止
得
止
得
モ
ノ
ト
相

モ
ノ
ト
相
認認
メメ

進
達
候
」
と
副
申
し

進
達
候
」
と
副
申
し
ま
し
ま
し
た
。
変
更
申
請

た
。
変
更
申
請

は
認
可
を
受
け
、
１
９
３
０
年

は
認
可
を
受
け
、
１
９
３
０
年
1010
月
新
た

月
新
た

に
名
張
駅
（
平
尾
）
を
開
業
、
こ
の
た
め

に
名
張
駅
（
平
尾
）
を
開
業
、
こ
の
た
め

伊
賀
線
名
張
駅
は
西
名
張
駅
と
改
称
さ
れ

伊
賀
線
名
張
駅
は
西
名
張
駅
と
改
称
さ
れ

ま
し
ま
し
た
。
た
。

　

参
急
が
同
時
に
開
業
し
た
伊
賀
神
戸
駅

　

参
急
が
同
時
に
開
業
し
た
伊
賀
神
戸
駅

を
結
節
点
と
す
る
本
線
重
視
の
ダ
イ
ヤ
編

を
結
節
点
と
す
る
本
線
重
視
の
ダ
イ
ヤ
編

成
を
し
た
こ
と
も
加
わ
っ
て
、
以
後
、
単

成
を
し
た
こ
と
も
加
わ
っ
て
、
以
後
、
単

線
・
１
０
６
７

線
・
１
０
６
７
㍉㍉
の
伊
賀
神
戸

の
伊
賀
神
戸――

西
名
張

西
名
張

間
の
利
用
者
は
減
少
し
、
ジ
リ
貧
状
態
は

間
の
利
用
者
は
減
少
し
、
ジ
リ
貧
状
態
は

深
刻
化
し
て
い

深
刻
化
し
て
い
き
ま
す

き
ま
す
。
そ
の
後
、
伊
賀

。
そ
の
後
、
伊
賀

線
は
、
関
西
急
行
鉄
道
（

線
は
、
関
西
急
行
鉄
道
（
以
下
関
急
と
略

以
下
関
急
と
略

称
・
称
・
大
軌
と
参
急
の
合
併
に
よ
る
）、
近

大
軌
と
参
急
の
合
併
に
よ
る
）、
近

畿
日
本
鉄
道
（
南
海
と
関
急
の
合
併
に
よ

畿
日
本
鉄
道
（
南
海
と
関
急
の
合
併
に
よ

る
）
と
経
営
主
体
が
変
わ
り
、
１
９
４
５

る
）
と
経
営
主
体
が
変
わ
り
、
１
９
４
５

年
６
月
不
要
不
急
路
線
と
し
て
、
伊
賀
神

年
６
月
不
要
不
急
路
線
と
し
て
、
伊
賀
神

戸戸――

西
名
張
間
お
よ
び
鍵
屋
辻
・
広
小

西
名
張
間
お
よ
び
鍵
屋
辻
・
広
小

路
・
四
十
九
・
市
部
・
上
林
の
各
駅
が
運

路
・
四
十
九
・
市
部
・
上
林
の
各
駅
が
運

輸
営
業
休
止
と
な

輸
営
業
休
止
と
な
り
ま
し
た

り
ま
し
た
。
戦
後
の

。
戦
後
の

１
９
４
６
年
３
月
、
関
西
本
線
に
直
結
す

１
９
４
６
年
３
月
、
関
西
本
線
に
直
結
す

る
貨
物
列
車
の
便

る
貨
物
列
車
の
便

を
考
え
て
復
活
し

を
考
え
て
復
活
し

ま
し
ま
し
た
が
、
や
が

た
が
、
や
が

て
近
鉄
は
輸
送
需

て
近
鉄
は
輸
送
需

要
の
低
い
伊
賀
神

要
の
低
い
伊
賀
神

戸戸――

西
名
張
間
の

西
名
張
間
の

運
輸
営
業
廃
止
に

運
輸
営
業
廃
止
に

踏
み
切

踏
み
切
り
ま
す

り
ま
す
。。

１
９
６
４
年

１
９
６
４
年
1010

月
、
代
わ
っ
て
大

月
、
代
わ
っ
て
大

阪
線
の
名
張

阪
線
の
名
張――

美
旗
間
に
桔
梗
が
丘
駅

美
旗
間
に
桔
梗
が
丘
駅

を
新
設
し
、
開
発
中
の
桔
梗
が
丘
住
宅
地

を
新
設
し
、
開
発
中
の
桔
梗
が
丘
住
宅
地

の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え

の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
ま
し
ま
し
た
。
た
。

　

伊
賀
線
一
部
区
間
の
廃
止
は
、
地

　

伊
賀
線
一
部
区
間
の
廃
止
は
、
地

元
で
反
対
運
動
も
み
ら
れ

元
で
反
対
運
動
も
み
ら
れ
ま
し
ま
し
た
が
、

た
が
、

１
９
６
３
年

１
９
６
３
年
1212
月
の
名
張
市
議
会
で
は
、

月
の
名
張
市
議
会
で
は
、

名
張
市
の
貨
物
利
用
は
（
１
）
セ
メ
ン
ト
、

名
張
市
の
貨
物
利
用
は
（
１
）
セ
メ
ン
ト
、

（
２
）
肥
料
、（
３
）
原
木
の
順
で
、「
名

（
２
）
肥
料
、（
３
）
原
木
の
順
で
、「
名

張
の
誇
る
べ
き
と
こ
ろ
の
木
材
の
輸
送
は

張
の
誇
る
べ
き
と
こ
ろ
の
木
材
の
輸
送
は

非
常
に
少
な
い
」
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て

非
常
に
少
な
い
」
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て

いい
ま
す
ま
す
（「
昭
和

（「
昭
和
3838
年
名
張
市
議
会
第

年
名
張
市
議
会
第
7171

回
定
例
会
会
議
録
」
第
２
号
）。
貨
物
輸

回
定
例
会
会
議
録
」
第
２
号
）。
貨
物
輸

送
は
漸
次
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
転
換
さ
れ
て

送
は
漸
次
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
転
換
さ
れ
て

い
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
伊
賀
軌
道
以
来

い
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
伊
賀
軌
道
以
来

長
く
続
い
た
貨
物
営
業
が
廃
止
さ
れ
る
の

長
く
続
い
た
貨
物
営
業
が
廃
止
さ
れ
る
の

は
、
１
９
７
３
年

は
、
１
９
７
３
年
1010
月
の
こ
と
で

月
の
こ
と
で
すす
。。

3
名
張
と
松
阪
を
結
ぶ
計
画
か
ら
、
名
松

名
張
と
松
阪
を
結
ぶ
計
画
か
ら
、
名
松

線
（
現
Ｊ
Ｒ
名
松
線
）
と
名
づ
け
ら
れ
た

線
（
現
Ｊ
Ｒ
名
松
線
）
と
名
づ
け
ら
れ
た

路
線
は
、
１
９
２
９
年
８
月
松
阪

路
線
は
、
１
９
２
９
年
８
月
松
阪――

権
現
権
現

前
間
を
開
通
さ
せ
た
の
を
皮
切
り
に
、
翌

前
間
を
開
通
さ
せ
た
の
を
皮
切
り
に
、
翌

年年
1212
月
伊
勢
興
津
に
達
し
た
も
の
の
、
参

月
伊
勢
興
津
に
達
し
た
も
の
の
、
参

急
が
先
に
開
通
し
た
た
め
、
そ
れ
以
西
は

急
が
先
に
開
通
し
た
た
め
、
そ
れ
以
西
は

打
ち
切
り
と
な
り
、
名
張
ま
で
延
伸
さ
れ

打
ち
切
り
と
な
り
、
名
張
ま
で
延
伸
さ
れ

る
こ
と
は

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。。

　

長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
近
鉄
伊
賀

　

長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
近
鉄
伊
賀

線
（
伊
賀
上
野

線
（
伊
賀
上
野――

伊
賀
神
戸
間
）
は
、

伊
賀
神
戸
間
）
は
、

２
０
０
７
年

２
０
０
７
年
1010
月
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
上
下

月
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
上
下

分
離
方
式
で
「
伊
賀
鉄
道
」（
第
２
種
鉄

分
離
方
式
で
「
伊
賀
鉄
道
」（
第
２
種
鉄

道
事
業
者
）
と
し
て
近
鉄
か
ら
線
路
・
車

道
事
業
者
）
と
し
て
近
鉄
か
ら
線
路
・
車

両
な
ど
施
設
を
借
り
受
け
、
営
業
を
開
始

両
な
ど
施
設
を
借
り
受
け
、
営
業
を
開
始

す
る
こ
と
に
な

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

り
ま
し
た
。
た
。
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